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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

工業規格である。 

これによって，JIS A 5308:2014 は改正され，この規格に置き換えられた。 

なお，平成 31 年 9 月 19 日までの間は，工業標準化法第 19 条第 1 項等の関係条項の規定に基づく JIS マ

ーク表示認証において，JIS A 5308:2014 を適用してもよい。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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レディーミクストコンクリート 

Ready-mixed concrete 

 
序文 

この規格は，1953 年に制定され，その後 13 回の改正を経て今日に至っている。前回の改正は 2014 年に

行われたが，その後の技術の進歩と環境問題を配慮して改正を行った。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。また，技術上重要な改正に関する旧規格との対照表

を，附属書 H に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，荷卸し地点まで配達されるレディーミクストコンクリート（以下，レディーミクストコン

クリートという。）について規定する。ただし，この規格は，配達されてから後の運搬，打込み及び養生に

ついては適用しない。 

 

2 引用規格 

表 13 に示す規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS A 0203 によるほか，次による。 

3.1 

塩化物含有量 

レディーミクストコンクリートの製造時に材料からもたらされる塩化物イオン量で，コンクリート 1 m3

当たりの量（kg/m3）で表す。 

3.2 

アルカリ総量 

レディーミクストコンクリートの製造時に材料からもたらされるナトリウムイオン及びカリウムイオン

を酸化ナトリウムに等価モル換算した量を累計したもので，コンクリート 1 m3 当たりの量（kg/m3）で表

す。 

3.3 

回収水 

レディーミクストコンクリート工場において，洗浄によって発生する排水のうち，運搬車，プラントの

ミキサ，ホッパなどに付着したフレッシュモルタル及び残留したフレッシュコンクリート，並びに戻りコ

ンクリートのそれぞれの洗浄によって発生する排水（以下，コンクリートの洗浄排水という。）を処理して


